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パラグラフ・ライティングの応用

岩　本　　　一

1　はじめに

　1995年4月から高等学校外国語科（英語）の新指導要領のライティングの

目標がコミュニケーション活動としてのライティングになった。つまり、聞い

てその内容を書くとか、読んでその内容を書くというような相互作用の中でラ

イティングを学んでいこうということである。つまり、ライティングは「メッ

セージの送り手と受け手の間で成立するコミュニケーション活動である」とい

うコミュニカティブ・ライティングの一面を表わし、理論上は相互作用の社会

言語学に負っている。それには3つのライティングが要請されている。①パラ

グラフ・ライティング（Paragraph　writing）、②プレイシイ・ライティング

（Precis　writing）、そして③プロセス・ライティング（Process　writing）のこ

とである。その内容を簡単に説明すると①のパラグラフ・ライティングは、

Main　ideaを表したTopic　sentenceとそれを支えるSupporting　detailsから成

る。さらに、パラグラフは、時間的順序・空間配列・例証・意見と理由等に展

開できる。②のプレイシイ・ライティングは、要約文の書き方である。③のプ

ロセス・ライティングは、書く前に周到な準備と書き下ろした後の推敲、つま

りライティングの段階的指導である。新指導要領では、ライティングの指導

は、この3つのライティングが中心である。

　このように高校のライティング指導法は、聞いたり読んだりした内容につい

て……書く」というようなCommunicative　writingを奨励したのである。大学

のライティング指導は高校で学んだ基礎をさらに発展させEssay　writingや

Academic　writingへと展開させなければならない。

　さて、この稿では、Paragraph　writing（Essay　writing）を概観し、さらにこ
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のParagraph　writingの論理構成をParagraph　readingとRapid　reading，　Public

speaking（speech）とdebate、そしてDiscourse　processingに応用した教授法

（Communicative　approach）にアプローチしてみよう。

2　Paragraph　WritingとEssay　Writing

2．1　パラグラフの構成要素と基本構造

A　パラグラフの構成要素

a）導入文（lntroductory　sentence）

　導入文は冒頭に置かれ、以下に述べる話題を読者に知らせたり、ほのめかし

たりする働きをする文である。省略される場合もある。

b）主題文（Topic　sentence）

　主題文は書き手が一番表現したいこと（Main　idea）の提示である。主題文

は主題の暖昧さを避けるために必ず、One　paragraph→One　topic　sentence→

One　main　ideaの原則を守らなければならない。

c）支持文（Supporting　sentences）

　支持文は主題文で書いたことの妥当性を明らかにするため、理由、実例、証

拠などを述べる。

d）結語文（Concluding　sentence）

　結語文はパラグラフの終了を示し、さらに読者に一般的なメッセージを与え

る。結語文は主題文を言い換えたり、主題から引き出せる一般論を書いたり、

印象的事例を書いたりする文である。省略される場合もある。
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B　Paragraphの基本構造

Paragraph

Introductory　sentense

←

Toplc　sentence

←

SupPortlng　sentences

←

Concludlng　sentence

2．2　エッセイ・ライティングの構成要素と基本構造

A　エッセイ・ライティングの構成要素

（1）Introduction（序論）

　Introductory　paragraph（導入パラグラフ）はトピックを紹介し、そのトピッ

クに書き手の見解についていくつかの背景を与え、その作文のthemeを確認

する。したがって、序論が望ましくなければ、読み手はトピックに対する書き

手の考えを理解するのが困難になる。

　エッセイの序論の書き方は、トピックに対してGeneral　statementで始まり、

次に、もっと特別となる別のGeneral　statementを書く。それから徐々にThesis

statementに導いて終わる。これが普通の序論の書き方である。

　読み手はThesis　statementを通して、トピックについての書き手の特別な意

見やアイデアを学び、さらにライティングの目的や書き手のトピックに関する

見解（立場）を知る糸口にもなり、最後に、書き手が述べるMain　ideas

（points）やその順序（配列）についての情報、つまり作文の構成を見つける

ことができる。
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（2）Conclusion（結論）

　Concluding　paragraphは常に簡単明瞭でなければならない。

　エッセイの結論の書き方は、さまざまな言葉を使ってThesis　statementの

Ma輌n　ideas（points）を繰り返し述べたり、序論の言い換えやそれまでの論述

の要約である。したがって、結論は前に述べたことをそのまま繰り返すことで

はない。あくまでも、結論は読者に新しいアイデアや意見を与え、その作文に

対して印象深いendingを与えることである。

　結論を示唆する手助けとして、次のつなぎ語を使う。それらは文の初めか、

真中に使われ、コンマを使う。

To　summarize，

In　summary，

In　COnCIUSiOn，

To　sum　up，

All　in　all，

Ultimately

Finally

In　the　end

In　closing

In　short

（3）　Body　or　SupPorting　Paragraphs　（本論）

　本論はthesisを展開するパラグラフである。したがって、さまざまなパラグ

ラフの特徴によって、いろいろな構造を持ったエッセイを書くことができる。

つまり、（1）過程と指示のパラグラフのように順序副詞（First，　Second，　Third，

Fourth，　or・First，　Next，　Then，　Finally）を使ってPersonal　opinionを展開したり、

また（2）比較と対照のパラグラフのように類似点や相違点を述べる時、But，

However，　On　the　other　hand等のつなぎ語を使って対照の構造を示す場合もあ

る。さらに（3）説得のパラグラフのように、自分の意見に対する理由を述べ

たり、自分の反対意見を提示し、それらに再反論を展開したりする。したがっ

て本論の構造もパラグラフの構造によって千差万別に変えることができる。

　では上の（D、（2）、（3）のパラグラフの構造を書いてみよう。
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（1）

Body

Topic　sentence

SupPorting　sentence

SupPorting　sentencesをFirst，　Second，

Third，　Fourth等のようなつなぎ語でPer－

sonal　opinionを展開する。

SupPorting　sentence

SupPorting　sentence

SupPorting　sentence

Concluding　sentence

（2）

Body

Topic　sentence

SupPorting　sentence

SupPorting　sentence

A

But

SupPorting　sentence

SupPorting　sentenCe

Bー

　　これは、主題文をComparison　and

Contrastによって展開していく構造で

ある。

二つの対照グループ（A、B）それぞ

れにSupporting　sentenceを必要とす

る。その時、この二つの対照グループ

（A、B）をはっきり区別するため

に、But，　However，　On　the　other　hand

等のつなぎ語を使う。

Concluding　sentence
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（3）

Body

Reasoning Topic　sentence 序論で述べた自分の意見に対

　　　・．高凵@OPImon する理由。

SupPorting　sentences この理由の妥当性を裏付ける

具体的な事実や統計データを

挙げる。

Concluding　sentence 自分の意見をTopic　sentenceと

（optiona1） 違う言葉で言い換える。

Oppsing Introductory　sentence 自分の意見に対する反論。

View＆
Counter Topic　sentence 自分の再反論を述べる。

Argument

SupPorting　sentences 再反論の根拠理由を述べる。

Concluding　sentence 自分の意見をTopic　sentenceと

（optional） 違う言葉で言い換える。

B　エッセイの基本構造

　Essay

Introduction　（序論） ＊BodyはSupporting　paragraphsである。

Body （本論）

Conclusion （結論）
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3　Paragraph　ReadingとRapid　Readingへの応用

3．1　　Paragraph　Reading（1）

　Readingは、　Bottom－up　readingで単語や文を読み解く前にTop－down　read－

ingでparagraphの論理構成を捉え、文章全体の流れをつかみ、その文章がい

かに論理的に組み立てられるかを把握する事が大切である。なぜなら、

Paragrpah　writingとParagraph　readingは表裏一体の関係にあるからその違

いは、パラグラフを巡って書き手の側に立つか、読み手の側に立つか視点の違

いになる。

A　主題の読み取り方

　Paragraph　readingの中で最も重要なことは主題を読みとることである。

Becker（1992）はノンフィクションの読み物の場合は、各パラグラフの第1

センテンスがTopic　sentence（主題文）であることが多いと言う。つぎに、

ニュー’一’ス雑誌の一般記事などの場合、主題はパラグラフの第2センテンスに

なっている場合もままある。しかし、だいたいニュース雑誌の主題の場合は第

1センテンスと第2センテンスを合せて読めばよい。それから、各パラグラフ

の主題だけでなく記事全体における主題を読み取るためには第1・第2パラグ

ラフと最終パラグラフを注意して読めばよい。たとえば、News　weekなどの

雑誌を列にとると、次のような文章構成になる。

蒜蕊㌶；；。）コー・1・…d…i・n

Discussion

Kicker（最終パラグラフ）

Discussion（Body）

Conclusion

　Leadで読者の興昧を引きBillboardでtopicまたは問題点をはっきり提示し、

Discussionで問題を分析し、　Kickerでまとめや今後の予測を提示する。また、

新聞の一般記事の場合は逆三角形方式と呼ばれる構成になっており、見出しと

第1パラグラフを読めば主題や概要はつかめるはずである。
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3．2　Rapid　Reading（2・3＞

　Top－down　readingはParagraph　reading，　skimming（飛ばし読み）、そして

scanning（探し読み）などを含む。トップ・ダウン・リーディングには5つの

戦略がある。

　（1）扱われている事柄についての背景知識があれば、そのtextの理解が促進

　　　される。

　（2）題目や小見出しに加えて、序論・結論等をスキミングすることによっ

　　　て、textの全体像を捉える。

　（3）tex伯身が答えるだろうと思われる内容についての設問を用意した上

　　　で、スキャニングをしてみる。

　（4）与えられたtextがどのようなジャンルに属するものであるかを判断す

　　　る。

　（5）書かれている事柄がより重要な情報であるか否かを識別する。例えば、

　　　主題文と支持文を区別すること（Paragraph　reading）。

　このようにTop－down　readingはパラグラフ・リーディング、スキミング

（飛ばし読み）、そしてスキャニング（探し読み）を含んでいるのである。

　Gunderson（1991）はスキミングはtextから一般情報、概要を得るため飛

ばし読みする方法であると述べた。ウォレス（1991）はスキャニングを必要

な情報を求めてtextを探し読みしていく技法であると定義している。これは、

ディベートに参加する学生が証拠として使える情報を求めるときに使える技法

である。

　例えば、英語の論理的文章では、序論→本論→結論と進み、序論には、その

文章の主題があり、結論には重要なポイントがまとめられているので本論の部

分は飛ばし読みしても論旨ははずさない。また、パラグラフの中では、一般に

最初と最後のセンテンスに主な論点があるので展開部分は飛ばし読みすればよ

いのである。あらかじめこのように、文章構造を頭の中に入れて読み進めば、

飛ばし読みが実現し速読にも応用できるのである。
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　最後に、ノンフィクションの読み物に限定して、小林（1982）はプレ・

リーディング（前読み法）を紹介している。それは、論文や本の第1章の最初

の3ないし4節（パラグラフ）は全文読み、最後の2ないし3節（パラグラ

フ）も全文読む。ただし途中の節（パラグラフ）は各節（パラグラフ）の第1

文のみを読めばよい。これは、論文や本の速読術に応用できる。

4　Public　SpeakingとDebateへの応用

4．l　Public　Speaking　（Speech）　（4）

　Public　speakingとは、一人の話者がグループの聴き手、または多くの聴衆

に対して話者の情報や思想・主張・提案・論証などを伝えるコミュニケーショ

ンである。これはPublic　communicationと呼んだり、Public　addressとか

speech，さらにRhetorical　communicationという場合もある。

A．Public　Speakingの構成、配列

　パブリック・スピーキィングの構成は、話者の情報や考え、さらに思想の順

序立てである。したがって、その構成は、①序論、②本論、そして③結論であ

る。これは、パラグラフ・ライティングの論理構成と同じである。では、序論

から概観してみよう。

1　序論

　序論で、③聴き手・聴衆の注意を引くこと、⑤むずかしい用語の定義づけ

をする必要があれば定義づけをすること、◎スピーチの話題の範囲を規定す

ること、⑥スピーチの主要目的を知らせること、が要求される。

2　本論

　本論では、⑧Time　order（時間経過順的配列）、⑤Topical　order（項目別的

配列）、◎Spatial　order（空間的配列）そして⑥Logical　order（論理的配列）

のいずれかに配列されなければならない。さらに論理的配列には、⑧帰納法
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の論法による配列、⑤因果関係の論法による配列、◎問題解決の論法などの

配列方法がある。

　さらに本論はいずれの配列方法であってもGeneral　topic（一般話題）と

Specific　topic（特別話題）が準備され配列されるべきである。

　その時General　topicは少なくとも3つの異なった話題を用意しなければな

らない。

　例えば、Informative　communicationの本論の配列は、　Time　order，　Topical

order、そしてSpatial　orderが一般的である。　Persuasive　communicationの本

論の配列はLogical　order、　Topical　orderそしてTime　orderなどが一般的な

配列である。

3　結　論

　結論において、⑧話し手は自分の話したことを手短にパラフレイズし、要

約して終る方法。⑥話し手自身のConciuding　remarks（結びの言葉）をつけ

加えて終る方法。◎話し手が結びの言葉のみでスピーチを終る方法などがあ

る。

　以上述べたように、序論、本論、結論の方法論に従って原稿を書き、それを

暗唱して、人前で発表するのが正式のスピーチである。

4．2　Debate（5・　6）

　ディベートは、ゲーム形式の討論である。ひとつのproposition（論題）を

Affirmative　side（肯定例）とNegative　side（否定例）のふたつに分かれ、一

定のルールに従って討論を進め、最後に第三者が、いかにうまく納得のいく論

を立てたか（立論）、いかに対立する主張を説き伏せ（反論）論破に成功した

かを評価して判断を下すのである。

　ディベートの進行順序は次のようになる。

（1）賛成側による立論（Pro　constructive　speech）

（2）　反対側による立論（Con　constructive　speech）
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（3）相手側に対する反論と論破（Rebuttal　and　Refutation）

（4）否定側のまとめ（Con　summary　speech）

（5）肯定側のまとめ（Pro　summary　speech）

　では、ここでParagraph　writingとdebateの関係をディベートの「立論」

「反論」、そして「論破」というキーワードで説明する。

①立論

　　立論とは、賛成論か反対論を立てて、それに関連した論拠（客観的事実、

　統計、専門家の見解）を提出することである、，

　②反論

　　反論とは、相手側の立てた論に反対の意見と理由を述べて言い返すことで

　ある。

　③論破

　　論破とは、相手側の論の弱点を突いて言い負かすことである。つまり、相

　手側の批判する意見と考えを表明し、自分の側の論の優越性を強調し、相手

　側を論理的に論破することである。

　以上、立論、反論そして論破を概観してきたがデベートの本質は意見と理

由、例示や列挙などのパラグラフ・ライティングの構成要素を兼ねそなえてい

る説得文のエッセイと一致するのである。

　次に、説得文の構成要素と構造mについて述べる。
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1．賛成意見の構成要素と構造

序論　第1パラグラフ　　　自分が扱うテーマを示し、自分の主張

　　　（Thesis）　　　　　　（thesis）を述べる

本論　第2パラグラフ

　　　（Reasoning　I）

第3パラグラフ

（Reasoning　2）

第4パラグラフ

（Opposing　view＆

Co皿ter　argument）

結論　第5パラグラフ

　　　（Conclusion）

序論で述べた自分の意見に対する1番目の

理由を述べる。さらに、この理由の妥当性

を裏付ける具体的な事実や統計データを添

える。

序論で述べた自分の意見に対する2番目の

理由を述べる。第2パラグラフと同様に、

この理由の妥当性を裏付ける具体的な事実

や統計データを添える。

自分の意見への予想される反論を提示し、

さらに再反論を展開する。

それまでの陳述をふまえ、序論で述べた意

見を違う言葉で言い換える。

2．反対意見の構成要素と構造

序論

（1）Introdudion（導入）：

（2）Contextualization（文脈化）

（3）Thesis（主張）

（4）Essayの構成：

本論

　　p30の（3）のBodyを参照。

結論

Concluding　struclure（optional）

テーマが何であるか明らかにする。

掲げたテーマの中で自分が何を問題に

するか明らかにする。

賛成か反対か自分の立場を明らかにする。

「以下に上述の意見の論拠を説明した

い」というようなつなぎ文を示す。

結語文は自分の意見（再反論）をTopic

sentence（thesis）と違うことばで言い

換える。



パラグラフ・ライティングの応用 37

5　Discourse　Processing（談言舌のリスニング）〔8・　9／への応用

　discourse（談話）とは、　Crystal（1985）によれば「会話や冗談、説教やイ

ンタビューなどのような認められ得る発話の出来事（場面）を構成する一ま

とまりの発話」である。つまり会話とかインタビューのようなコミュニケー

ション状況を構成する　　まとまりの発話（a・set・of・utterance）を談話という、

　では、この節の目的である隣接する発話や談話の聞き取りにParagraph

writingがどのように使われているかその戦略について述べる。

5．1　談話（パラグラフ）のリスニング

　まず、談話（パラグラフ）を聞きとるには、パラグラフ・ライティングや

エッセイ・ライティングの論理構成や基本構造を理解していなければならな

い。つまり、パラグラフは主題文と支持文からなり、主題文で書き手の主題を

述べ、支持文でそれを裏づける論処を示すのである。だから、最初の文は主題

文（たまには導入文）から始まるのでよく聞く必要がある。もし、聞きとりに

くい場合は、パラグラフの最後の文が結論であり、もう一度主題文を言い換え

ているからよく聞き、そしてキーワードの繰り返しや言い換えに留意する必要

がある。

　次に、パラグラフを含む談話（テキスト）の種類に注目しなさい。

　（1）Narative　writing（物語文）

　　過去の経験や出来事について次々に述べている文章である。つまり、時間

　的順序によるパラグラフ展開である。

　（2）Descripritive　writing（描写文）

　　人物や物体や場所の視覚的特徴を描写したり、記述したりする文章であ

　る。たとえば、場所の場合には、空間配列のパラグラフ展開を行う。

　（3）Expository　writing（説明文）

　　物事を客観的に説明したり、論じたりする文章である。例示、定義、分

　類、比較・対照、因果関係などのパラグラフ展開を行う。
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　（4）Argumentative　writing（論説文）

　　自分の意見を論じる文章である。意見と理由のパラグラフ展開を行う。

　（5）Persuasive　writing（説得文）

　　自分の意見や提案を相手に納得してもらおうとする文章である。意見と理

　由のパラグラフ展開を行う。

①②は日常的に家庭や社会で聞いたり、読んだりする話や物語に多い。

③はいわゆるAcademic　writingなので大学の様々な科目に現れる文章である。

④は意見発表に不可欠な文章である。

⑤は説得型のコミュニケーションに使う文章である。特に④、⑤は英語のス

ピーチやディベートに応用できる。

　以上、談話（テキスト）の種類と展開を概観してきた。これらのParagraph

writing（Eassay　writing）に習熟し、パラグラフの論理構成を理解し談話のリ

スニングに応用することが可能である。

　最後に、パラグラフ・リーディングで述べたTop－down　readingの5つの

戦略の中のスキャニング（探し読み）をリスニングにも利用してキーワードを

拾い聞きすることができる。また、Top－down　readingの「本文の内容を形式

についての背景知識があれば、そのテキストの理解は促進できる」という戦略

を談話のリスニングにも応用できる。なぜなら、聞き手は自分のもっているス

キーマを利用して与えられたテキストを類推によって聞き取ろうとするからで

ある。したがって、聞き取りのために行なわれる推論は、たいてい類推による

ものである、と言えるだろう。なぜなら、Paragrpah　readingとParagraph　writ－

ingとは表裏一体の関係にある。そこで類推のパラグラフ・ライティングを理

解することによって速読に利用できる。

6　おわりに

　パラグラフ・ライティングは、オーラル・コミュニケーションにも関連して

いる。つまり、debateでスピーチを行う前には、スピーチ・コンポジション
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（論説文や説得文など）が必要になる。また、オーラル・コミュニケーション

C「自分の考えなどを整理して発表したり話し合う能力を養う……」のスピー

チの学習に通じる。それから、口頭発表されたスピーチはTop－down　reading

の戦略を使って全体の構成と展開を聞き取らなければならない。その仕事は

オーラル・コミュニケーションB「聞き取る能力を養う……」に属する。最後

にパラグラフ・ライティングは大学入試の「小論文」やTOEFLの「Writing」

にも応用できる。

　このように、パラグラフ・ライティングとはライティングを孤立させるもの

ではなく、reading（Top－down　reading）やspeech（Public　speakingの構成・

配列）やlistening（談話のリスニング〉を統合させるコミュニケーション活

動の中心になるべきである。換言すれば、パラグラフ・リーディングから談話

のリスニングの橋渡しになるべきである。

注
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